
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：英語スピーキングにおける流暢さ向上
の実践研究 

 

氏氏名名：：      大大塚塚  聖聖／／OOTTSSUUKKAA  SSaattoosshhii  EE--mmaaiill：：  ssoottssuukkaa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  MMAA（（TTEESSOOLL））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  
全全国国高高等等専専門門学学校校英英語語教教育育学学会会，，全全国国英英語語教教育育学学会会，，全全国国大大学学英英語語

教教育育学学会会，，関関東東甲甲信信越越英英語語教教育育学学会会  

研研究究分分野野：：  文文学学、、言言語語学学（（外外国国語語教教育育）），，教教育育学学  

キキーーワワーードド：：  英英語語教教育育，，TTEESSOOLL，，ススピピーーキキンンググ，，リリススナナーーシシッッププ，，英英語語多多読読  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・英英語語ススピピーーキキンンググ流流暢暢ささ向向上上にに向向けけたた活活動動のの工工夫夫  

・・英英語語多多読読ププロロググララムムのの組組織織的的導導入入  

 研研究究内内容容：：  
  

研研究究課課題題  

・ 英語スピーキングにおける流暢さ向上のためのタスク 

・ 英語教材の開発と教育実践 

・ リスナーシップによる英語会話持続 

  

研研究究シシーーズズ  

高等専門学校の学生を対象に、英語スピーキング能力の向上を目的とした教材開発と教育実践を行っています。特

に、反復型タスクとリスナーシップ（聞き手力）を統合したスピーキング指導モデルを開発・実践し、高専生のスピーキン

グの流暢さ・自信・会話継続力の向上を図ります。高等学校の教員として培ってきたノウハウを最大限に活かし、高専

生の英語スピーキングにおける流暢さを向上できるよう実践を行っています。 

 

 

口口頭頭発発表表等等  

1．話す力を育てる事業実践 － スピーキング流暢さ向上のための活動の工夫 － 

大塚聖 

全国高等専門学校英語教育学会第 48 回研究大会  2025 年 8 月   

2．高校英語教員がもつ connected speech 指導への意識 

伊藤泰子, 大塚聖 

全国英語教育学会第 50 回記念埼玉研究大会  2025 年 8 月   

3．Implementing Extensive Reading at a Public High School in Japan 

OTSUKA Satoshi 

全国英語教育学会第 50 回記念埼玉研究大会  2025 年 8 月   

4．「個別最適な学び」で実現するー主体的・対話的で深い英語学習のデザイン 

英語教育公開講座 2025  2025 年 7 月   

5．Developing Speaking Fluency in the Japanese High School EFL Context ―A Focus on Listenership Strategies― 

OTSUKA Satoshi 

関東甲信越英語教育学会第 48 回山梨大会  2024 年 8 月   

6．アイルランドでのラグビー経験と 2019 ラグビーワールドカップに向けて 

アイルランド大使館アイリッシュラグビーセミナー  2019 年   
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 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    
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